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あ
る
日
兵
庫
市
民
病
院
で
働
く
救
急
医
で
あ
る
武
田
の
元
に
搬
送

さ
れ
て
き
た
溺
死
体
は
、
武
田
に
瓜
二
つ
だ
っ
た
。
な
ぜ
彼
は
死
ん

だ
の
か
。
な
ぜ
瓜
二
つ
の
顔
を
し
て
い
る
の
か
。
『
禁
忌
の
子
』
は

そ
れ
を
解
き
明
か
し
て
い
く
医
療
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
。

　

著
者
の
山
口
未
桜
は
現
役
の
医
師
で
も
あ
る
。
ミ
ス
テ
リ
ー
に
つ

き
も
の
の
、
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
場
面
の
描
き
方
は
と
て
も
生
き
生

き
と
し
て
い
て
、
他
の
作
家
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
こ
の
作
品
で
第

三
十
四
回
鮎
川
哲
也
賞
を
受
賞
し
、
デ
ビ
ュ
ー
。
本
屋
大
賞
に
も
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

　

自
身
の
強
み
を
生
か
し
た
作
品
作
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
思
い
知

っ
た
。
臨
床
の
現
場
に
い
る
山
口
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の
核
で
あ
る
謎

解
き
だ
け
で
な
く
遺
体
発
見
の
現
場
の
描
写
、
殺
害
方
法
と
い
っ
た

も
の
を
ど
こ
ま
で
も
リ
ア
ル
に
描
く
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

医
学
部
に
い
た
間
の
約
十
年
の
執
筆
の
ブ
ラ
ン
ク
を
挟
ん
で
い
る
と

い
う
の
だ
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

　

今
年
八
月
に
は
第
二
作
目
と
な
る
『
白
魔
の
檻
』
も
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

（
伊
藤 

祐
楓
）

　

イ
ギ
リ
ス
の
陶
芸
家
ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
の
大
回
顧
展
が
、
金
沢
の

国
立
工
芸
館
で
開
催
さ
れ
た
。
近
年
、
陶
芸
を
始
め
た
私
に
と
っ
て
、

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
は
憧
れ
の
作
家
の
一
人
。
彼
女
の
鉢
や
碗
は
薄
造

り
で
繊
細
で
、
白
や
薄
桃
色
な
ど
淡
い
マ
ッ
ト
な
質
感
が
特
徴
的
だ
。

ま
た
、
電
気
窯
で
素
焼
き
と
本
焼
き
を
一
度
に
行
う
と
い
う
現
代
的

な
ス
タ
イ
ル
も
、
私
に
と
っ
て
は
新
鮮
だ
っ
た
。

　

展
覧
会
で
心
に
残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
渡
英
し
た
リ
ー
が
、

尊
敬
す
る
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
に
会
い
、
自
作
を
見
せ
た
と
こ
ろ

「
薄
す
ぎ
る
。
人
間
味
が
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
批
判
さ
れ
、
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、
リ
ー
チ
や
濱
田
庄
司
ら
民
藝

運
動
の
作
家
た
ち
の
よ
う
な
厚
み
と
柔
ら
か
さ
の
あ
る
作
風
を
目
指

し
た
。
だ
が
、
若
き
盟
友
と
な
る
青
年
ハ
ン
ス
・
コ
パ
ー
に
励
ま
さ

れ
、
再
び
本
来
の
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
戻
す
。
や
が
て
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
界
の
三
宅
一
生
に
見
い
だ
さ
れ
、
人
気
を
得
て
い
っ
た
と
い

う
話
だ
。
世
代
の
異
な
る
友
人
や
、
ま
っ
た
く
別
分
野
の
創
作
者
が
、

時
に
そ
の
人
の
価
値
を
見
つ
け
て
く
れ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
の

だ
と
、
鑑
賞
し
つ
つ
改
め
て
し
み
じ
み
感
じ
た
。 

（
岩
舘
澄
江
）

	

読
む
・
観
る
・
聴
く	

山
口
未
桜
著
『
禁
忌
の
子
』

（
東
京
創
元
社
）

陶
芸
家
ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
展
―
東
西
を
つ
な

ぐ
優
美
の
う
つ
わ
―

（
国
立
工
芸
館
）


